
広報

　今年で60回目の節目を迎えた徳島駅伝が、１月４日から６日にかけて開催されました。板野郡は、
沿道に駆けつけた大勢の人たちの応援を背に、積み重ねてきたトレーニングの成果を発揮して見事 
２位（14時間52分20秒）に輝きました。
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平成25年12月末現在（　）内は前月比
人　口… 34,473人…（−７） 15歳未満… 5,409人…（＋10）

65歳以上… 6,548人…（−２）

平均年齢… 41.9歳

　男… 16,549人…（±０）

　女… 17,924人…（−７）

世帯数… 13,203戸…（−８）

１

絆のたすきが阿波路を駆ける!
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「
年
頭
に
あ
た
り
」
藍
住
町
長

　
石
　
川
　
智
　
能

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

  

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
平
成
26
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

４
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
て
初
め
て
の
新
春

を
迎
え
、
町
政
運
営
の
責
任
の
重
大
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
あ
ら
た
め
て
、
本
町
の
更
な
る
発
展
の

た
め
精
一
杯
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
決
意
を

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
、
徳
島
県
か
ら
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
、
本
町
で
も
建

物
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
ま
た
人
的
被
害
の
想

定
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
各

種
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
の
た
び
の
被
害
想
定
を
反
映
さ
せ
、

防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

行
革
に
関
し
、
運
営
方
針
を
検
討
し
て
お

り
ま
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
藍
寿
苑
に

つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
凌
雲
福
祉
会
に

移
管
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

ス
ム
ー
ズ
な
移
行
の
た
め
、
ま
ず
は
本
年

４
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
運
営
を

委
託
す
る
こ
と
と
し
、
次
年
度
以
降
に
移
管

を
行
う
予
定
で
す
。

　

子
育
て
支
援
に
関
し
て
は
、「
藍
住
町
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」を
設
け
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
国
が
示
す
基
本
指
針
に
基
づ
き
、「
藍
住

町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を
策

定
し
、
子
育
て
の
ニ
ー
ズ
を
可
能
な
限
り
反

映
し
、
教
育
、
保
育
、
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
」に
つ
い
て
は
、

委
託
先
の
休
診
に
伴
い
、
事
業
を
中
止
し
て

お
り
ま
す
が
、
新
年
度
か
ら
定
住
自
立
圏
形

成
協
定
に
よ
り
、
徳
島
市
や
こ
の
事
業
に
参

加
す
る
市
町
村
に
お
い
て
、
広
域
利
用
が
で

き
る
よ
う
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

本
町
に
お
い
て
も
、
新
た
な
施
設
の
開
設
に

向
け
て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

が
ん
ば
る
商
工
業
者
等
へ
の
応
援
施
策
と

し
て
は
、
昨
年
４
月
か
ら
、
新
商
品
の
開
発

や
経
営
革
新
、
店
舗
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
に
意
欲
的
な
事
業
所
に
対
し
て
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
新
年
度
か
ら
は
、
経

営
革
新
・
向
上
を
目
指
す
中
小
企
業
や
創
業

者
な
ど
が
経
営
・
技
術
等
の
改
善
を
図
る
た

め
専
門
家
を
活
用
す
る
場
合
の
助
成
も
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
魅
力
あ
る
店
を
増
や
す
と

と
も
に
、
大
型
店
の
集
客
力
を
生
か
し
た
に

ぎ
わ
い
創
出
や
、
や
る
気
の
あ
る
経
営
者
を

増
や
す
取
組
と
し
て
商
工
会
が
実
施
す
る

「
藍
住
町
に
ぎ
わ
い
商
業
創
出
事
業
」も
支
援

す
る
ほ
か
、
農
業
者
を
中
心
に
し
た
６
次
産

業
化
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
完
成
し
た
町
民
体
育
館
の
落
成
記
念

関
連
行
事
で
は
、
２
月
23
日
の
日
曜
日
に
、

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
徳
島
大
会
、
三
菱

電
機
チ
ー
ム
対
東
芝
チ
ー
ム
の
試
合
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る
一
流
プ

レ
イ
ヤ
ー
の
競
技
を
ぜ
ひ
、
ご
観
戦
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
更
に
行
政
運
営
の
効
率
化
を
図

り
つ
つ
、
教
育
や
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振

興
、
ま
た
、
防
災
対
策
に
取
り
組
み
、
活
力

あ
る
自
立
し
た
町
づ
く
り
を
、そ
し
て
安
全
・

安
心
な
町
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様
の
お
力
添
え

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
町
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
夢
と
希
望
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
、
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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「
新
年
を
迎
え
て
」
藍
住
町
議
会
議
長

　
小
　
堀
　
克
　
夫

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま

し
た
町
民
の
皆
様
に
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い

て
政
権
与
党
が
圧
勝
し
、
衆
参
両
院
で
多
数

派
が
異
な
る
「
ね
じ
れ
国
会
」
が
解
消
さ
れ

ま
し
た
。
安
倍
政
権
が
打
ち
出
し
た
経
済
政

策
に
よ
っ
て
景
気
は
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
地
方
に
は
ま
だ
ま
だ
そ
の
効
果
が
及
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
経
済
・
雇
用
対

策
や
社
会
保
障
、
財
政
問
題
、
震
災
復
興
な

ど
の
重
要
課
題
に
対
し
て
早
急
な
取
組
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
９
月
に
新
町
民

体
育
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
11
月
に
は
石
川
町

長
が
無
投
票
で
再
選
を
果
た
し
、
４
期
目
の

町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

国
・
地
方
と
も
に
財
政
状
況
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
本
町
で
は

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
町
を
挙
げ
て
行
財
政
改
革
に
取
り

組
み
、
効
率
的
な
行
政
運
営
と
財
源
確
保
に

努
め
て
お
り
、
そ
の
成
果
も
現
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
構
造
の
急

激
な
変
化
に
伴
い
、
福
祉
・
医
療
保
険
制
度

や
税
制
な
ど
、
様
々
な
面
で
制
度
の
改
正
が

頻
繁
に
行
わ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
住
民
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
中
で
、
教
育
・

福
祉
の
充
実
や
生
活
環
境
の
整
備
、
防
災
対

策
な
ど
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
公
共
施

設
に
は
建
築
後
相
当
の
期
間
が
経
過
し
老
朽

化
が
著
し
い
も
の
も
あ
り
、
今
後
は
改
築
や

統
廃
合
を
視
野
に
入
れ
た
取
組
も
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
自
ら
の
改
革

を
図
り
な
が
ら
行
政
執
行
等
に
つ
い
て
の
監

視
機
能
、
代
替
案
提
示
等
の
機
能
を
果
た
す

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議
会

と
し
て
の
議
論
を
深
め
理
事
者
へ
の
提
言
を

通
し
て
住
民
の
声
を
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
私
た
ち
議
員
一
同
、

そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
決
意

も
新
た
に
議
会
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組

み
、
藍
住
町
発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年

が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
く
、

大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

12月議会

　
平
成
25
年
度
第
４
回
議
会
定
例
会
は
12
月

９
日
に
開
会
し
、
町
長
提
案
10
議
案
を
可
決

し
、
19
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

上
程
議
案

９
日

◆
平
成
25
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
平
成
25
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
国
民
健

康
保
険
事
業
）補
正
予
算

◆
平
成
25
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
保

険
事
業
）補
正
予
算

◆
藍
住
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◆
藍
住
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
藍
寿
苑
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正

◆
藍
住
町
上
水
道
工
事
分
担
金
条
例
の
一
部

改
正

◆
藍
住
町
上
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

◆
藍
住
町
地
域
下
水
道
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
藍
住
町
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

◆
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
一
部
を
変
更
す

る
協
定
の
締
結一

般
質
問

16
日

　

林
茂
議
員
、
濵
眞
吉
議
員
、
西
川
良
夫
議

員
、
西
岡
恵
子
議
員
、
小
川
幸
英
議
員
、
永

濵
茂
樹
議
員
の
６
氏
が
登
壇
、
行
政
全
般
に

関
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た（
一
般
質
問
の

内
容
は
２
月
発
行
予
定
の「
議
会
だ
よ
り
」で

ご
覧
く
だ
さ
い
）。

上
程
議
案
等

19
日

◆
年
金
２
・
５
％
引
き
下
げ
の
中
止
を
求
め

る
請
願（
不
採
択
）

◆
公
費
負
担
に
も
と
づ
く
最
低
保
障
年
金
の

創
設
を
求
め
る
請
願（
不
採
択
）

今
月
の
納
税

　

１
月
は
、
町
県
民
税（
４
期
）・
固
定
資
産

税（
４
期
）の
納
付
月
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

納
期
限　
１
月
27
日

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。　

問 

税
務
課（
☎
６
３
７・３
１
１
７
）

今
月
の
保
険
料
の
納
付
の
お
知
ら
せ

　

1
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
６

期
）の
納
付
月
で
す
。
普
通
徴
収
の
方
の
納

期
限
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

納
期
限　
１
月
31
日

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問 

健
康
推
進
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
５
）
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　固定資産税の対象となる償却資産を所有する個人（法人）は、平成26年1月1日現在の資産状況を1月31日まで
に資産の所在する市町村へ申告してください。
　償却資産とは、個人（法人）で工場や商店、農業などを経営している方や駐車場やアパートなどを貸付けして
いる方が、その事業のために用いている構築物、機械、機器、備品などの有形固定資産です。

＜償却資産の対象になるもの＞
   飲食店 …………………………（厨房設備、カラオケセットなど）
　工場 …………………………… (各種製造設備、受変電設備など）
　建設業 …………………………（パワーショベル、ポータブル発電機など）
　理容業・美容業 ……………… (理・美容椅子、洗面設備など）
　医院 ……………………………（ベッド、手術台、Ｘ線装置など）
　小売店 ………………………… (商品陳列ケース、冷蔵庫など）
　農業 ……………………………（選別機、籾摺り機など）
　不動産貸付 ……………………（囲障、アスファルト舗装、浄化槽、受電設備、花壇など）

※テナントの場合、所有者以外の方が取り付けた特定付帯設備は、その取り付けをした方の償却資産となります。

問 税務課（☎637・3117）

償却資産（固定資産税）の申告はお済みですか？
申告は１月31日まで

　老朽化した水道管を地震に強い水道管に布設替します。
　工事期間中は、工事区域やその周辺で道路の全面通行止めや片側通行などの交通規制を実施する予定です。近
隣にお住まいの方や道路を通行される方には騒音や交通規制などでご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

工事区域
　矢上字江ノ口（地図参照）

工事期間
　１月中旬～２月下旬（予定）

工事時間
　午前９時～午後５時
　※日曜日を除く。　

工事概要
　機械掘削による車道部分への
　上水道管布設替工事

問 水道課（☎６３７・３１３１）

上水道管の布設替工事のお知らせ

ご協力ください。

水丸くん

安
宅
北
団
地

３
号
棟
安
宅
北
団
地

３
号
棟

江
ノ
口

集
会
所

江
ノ
口

集
会
所

江ノ口
児童館
江ノ口
児童館

字井利口字井利口

字江ノ口字江ノ口

第2工区第2工区

第1工区第1工区
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学
童
保
育
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
実
施
し
ま
す
。

対
象
児
童
館

　

勝
瑞
児
童
館（
東
小
学
校
区
）

　

住
吉
児
童
館（
北
小
学
校
区
）

　

奥
野
児
童
館（
南
小
学
校
区
）

　

徳
命
児
童
館（
南
小
学
校
区
）

　

富
吉
児
童
館（
西
小
学
校
区
）

　

西
部
児
童
館（
西
・
北
小
学
校
区
）

開
設
時
期

　

小
学
校
の
登
校
日 

放
課
後
～
午
後
６
時

　

小
学
校
の
休
業
日 

午
前
８
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
期
間

　

２
月
14
日（
金
）～
22
日（
土
）                            

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
原
則
と

し
て
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
）に
よ

る
納
付
と
な
り
ま
す
が
、
特
別
徴
収
の
対

象
者
で
あ
っ
て
も
普
通
徴
収（
口
座
振
替
）

に
よ
る
納
付
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
限

ま
で
に
申
請
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
場
所　
健
康
推
進
課

申
請
に
必
要
な
も
の　

　

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

②
預
金
通
帳

　

③
通
帳
の
届
出
印

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時（
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所

　

児
童
が
通
学
す
る
小
学
校
区
の
６
児
童
館

対
象
児
童

町
内
に
居
住
す
る
小
学
校
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
の
児
童
で
、
保
護
者
が
就
労
等

の
理
由
に
よ
り
放
課
後
に
適
切
な
保
護
が

受
け
ら
れ
な
い
家
庭
の
児
童

利
用
料　
月
額
５
千
円

※
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
対
象
児
童
館
と

福
祉
課
に
備
え
て
い
ま
す
。

※
入
会
決
定
は
、
入
会
申
請
受
付
順
と
な
り

ま
す
。

問 
福
祉
課（
☎
６
３
７・３
１
１
４
）

申
請
期
限　
１
月
24（
金
）ま
で

※
提
出
期
限
を
過
ぎ
て
も
申
出
に
よ
り
口
座

振
替
へ
変
更
で
き
ま
す
が
、
提
出
時
期
に

よ
っ
て
特
別
徴
収
の
中
止
時
期
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
口
座
契
約
だ
け
で
は
特
別
徴
収
を
中
止
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
特
別
徴
収
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
届
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
状
況
に

よ
っ
て
は
、
特
別
徴
収
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問 

健
康
推
進
課（
☎
６
３
７・３
１
１
５
）

平
成
26
年
度 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業（
学
童
保
育
）申
込
受
付

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

保
険
料
の
支
払
い
方
法
が
変
更
で
き
ま
す

税務署からのお知らせ
◇ご自宅のパソコンで申告書等の作成ができます!

　パソコンをお持ちの方は国税庁ホームページにアクセスしてください。
◦国税庁ホームページアドレス（http://www.nta.go.jp） 
◦e-Taxホームページアドレス（http://www.e-tax.nta.go.jp）

◇公的年金等を受給されている皆さんへ
　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円
以下である場合には、所得税及び復興特別所得税の確定申告をする必要はありません。
※この場合であっても、所得税及び復興特別所得税の還付を受けるための確定申告書を提出することができます。
※所得税及び復興特別所得税の確定申告書を提出しない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。

◇贈与税の申告と納税をお忘れなく!　
　平成25年１月１日から平成25年12月31日の１年間に、個人からもらった財産の価額が110万円を超えますと、
贈与税の申告と納税が必要となります。なお、贈与により取得した財産について、次の場合には申告期限ま
でに贈与税の申告が必要となりますのでご注意ください。
① 相続時精算課税制度の適用を受ける場合
② 住宅取得等資金の非課税制度の適用を受ける場合
③ 配偶者控除の特例の適用を受ける場合

◇平成26年1月から記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されました
　対象となる方は、事業所得、不動産所得又は山林所得のあるすべての方です。なお、確定申告の必要がな
い方も対象となります

問  鳴門税務署（☎６85・4101）
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ハ
～
イ
、こ
く
ね
ん
で
す
！

～
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
～

　

新
成
人
の
皆
さ
ん　

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国

民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障
だ
け
で
な

く
、万
が
一
、病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の

加
入
手
続
を
し
ま
し
ょ
う（
20
歳
前
に
就

職
し
、
現
在
も
引
き
続
き
厚
生
年
金
等
に 

加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
手
続
不
要
で
す
）。

　

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く
保

険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
方
は「
学
生
納

付
特
例
制
度
」や
若
年
者
納
付
猶
予
な
ど

の
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

加
入
手
続
と
併
せ
て
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

問 

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
６
５
５・０
２
０
０
）

　
　
町
住
民
課（
☎
６
３
７・３
１
１
３
）

◆利用時間
　午前9時～午後9時45分

◆使用料（１回につき）
　町内の方200円、町外の方300円　　
　※途中退室後の再入室はできません。　　
◆休館日
　月曜日（月曜日が祝日に当たる場合は翌日火曜日）
　※施設管理上、臨時休館となる場合があります。
◆利用方法
　◦事務室でトレーニング室利用者カードを提示の上、使用料を支払ってください。　　
　　※初めてご利用される方には、トレーニング室利用者カードを交付しますので、事務室で利用申込書をご記入ください。
　◦トレーニング室の利用は高校生以上の方が対象です。
　◦クライミングボードのみ小・中学生もご利用いただけますが、小学生については必ず保護者の監督のもとご利用ください。
◆トレーニングを始める前に
　トレーニング室入り口にある「健康チェックメモ」への記入をお願いします。
　※医師から運動を制限されている方は、事前に医師と相談の上、ご利用ください。

◆トレーニング機器一覧
器具名 数量 適応部位

ストレッチマット ２枚 ストレッチ及び各種柔軟体操
コードレスバイク ２台 全身持久力強化・心肺機能向上
ランニングマシン ３台 全身持久力強化・心肺機能向上
Body repairソウアスリンク １台 主に大腰筋を中心とした深層筋群の連動・強化
Body repairショルダーリンク １台 主に肩・背中を中心とした深層筋群の連動・強化
バックエクステンション １台 脊柱起立筋・大臀筋・ハムストリング
ベントレッグアブドミナル １台 腹筋（腹直筋・内腹斜筋・外腹斜筋）
チェストプレス １台 大胸筋・三角筋・上腕三頭筋
ラットプルダウン １台 広背筋・大円筋・大胸筋・上腕二頭筋・上腕三頭筋

レッグカール　＆　エクステンション １台 レッグカール：ハムストリング
エクステンション：大腿四頭筋

レッグプレス　＆　カーフレイズ １台 レッグプレス：大腿四頭筋・大臀筋
カーフレイズ：下腿三頭筋

ボルダリングボード 高さ：３ｍ　　幅：５．５ｍ
※運動ができる服装・体育館シューズを持参してください。

問 町民体育館（☎６９２・１１１５）

トレーニング室ご利用案内
町民体育館からのお知らせ
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日　時　　　１月21日（火）午後１時30分～3時

場　所　　　町民シアター（役場４階）

講　師　　　矢崎 節夫氏（児童文学者･金子みすゞ記念館館長）

演　題　　　「みすゞさんのうれしいまなざし～まなざしを変えると見えてくるもの～」

講師プロフィール
　1947年、東京生まれ。早稲田大学文学部卒業。大学在学中から童謡・童話の世界を志し、童謡詩人佐藤義美、
まど・みちおに師事。 1982年、童話集『ほしとそらのしたで』（フレーベル館）で、第12回赤い鳥文学賞を受賞。
自身の創作活動の傍ら、学生時代に出会った一編の詩に衝撃を受け、その作者である童謡詩人・金子みすゞ

の作品を探し続けます。 16年ののち、ついに埋もれていた遺稿を見つけ『金子みすゞ全集』
（JULA出版局）として世に出されました。以後、その作品集の編集･出版に携わっていま
す。特に、長年の努力の集積として執筆した『童謡詩人金子みすゞの生涯』（JULA出版局）
は、1993年、日本児童文学学会賞を受賞しています。
　近年は、全国各地で講演を行い、金子みすゞの甦りを多くの人々に伝えています。また、
ネパールにみすゞの名前を冠にした小学校が建設されるなど、その活動は多岐に広がり
実を結びつつあります。
　2003年4月金子みすゞ記念館（山口県長門市）の館長に就任。

主　催　町・板野郡人権教育推進協議会・町人権教育推進協議会

問  教育委員会（☎６３７・３１２８）

板野郡人権教育研修会・町人権教育研修会

人
権
を
は
ぐ
く
む

　

人
権
は
、
私
た
ち
が
幸
福
で
平
和
な
生
活

を
送
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
権

利
で
す
。
他
人
を
思
い
や
り
、
お
互
い
を
認

め
合
う
心
が
、
他
人
だ
け
で
な
く
自
分
の
権

利
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
誰
も
が
住
み
よ
い
人
権
の
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
毎
年
12
月
に

「
人
権
週
間
」を
設
け
、
講
演
会
や
学
習
発
表

会
な
ど
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
に
は
町
内
幼
・
小
・
中
学

校
や
識
字
学
級
の
皆
さ
ん
が
作
成
さ
れ
た
、

ポ
ス
タ
ー
、
習
字
、
標
語
な
ど
の
人
権
作
品

を
庁
舎
町
民
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

１
月
16
日（
木
）に
は
、
人
権
講
座
を
午
後

７
時
30
分
か
ら
町
民
シ
ア
タ
ー
で
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

町
指
定
有
形
文
化
財「
住
吉
神
社
本
殿
」

指
定
年
月
日　
昭
和
63
年
１
月
10
日

所
在　
住
吉
字
神
蔵
59

　

住
吉
神
社
は
、
承し

ょ
う

安あ
ん

２
年（
１
１
７
２
）に

津つ

守も
り

国く
に

房ふ
さ

の
勧か

ん

請じ
ょ
う

創そ
う

始し

し
た
神
社
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、勝
瑞
城
館
の
主
で
あ
っ

た
三
好
実じ

っ

休き
ゅ
う

が
幼
少
の
と
き
神
職
を
務
め
た

と『
三
好
記
』に
あ
り
ま
す
。

　

現
状
の
境
内
は
西
面
し
、
西
か
ら
東
に
鳥

居
、
拝は

い

殿で
ん

、
弊へ

い

殿で
ん

が
一
列
に
並
び
ま
す
。
東

側
の
最
も
奥
に
住
吉
四
神
と
い
わ
れ
る
底そ

こ
つ
つ
の筒

男お
の
み
こ
と命
、
中な

か
つ
つ
の筒
男お

の
み
こ
と命
、
表う

わ
つ
つ
の筒
男お

の
み
こ
と命
、
神じ

ん

功ぐ
う

皇こ
う

后ご
う

を
祀
っ
た
春か

す
が日
造づ

く
り

の
本
殿
四
棟
と
中
央
に
天あ

ま
の

穂ほ
の

日ひ
の
み
こ
と命
を
祀
っ
た
流な

が
れ

造づ
く
り

の
本
殿
が
覆
屋
の
中

に
横
に
並
ん
で
い
る
と
い
う
、
珍
し
い
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。

藍
住
町
の
文
化
財
21



No 840広報あいずみ ■ 8

平
成
25
年 

春
・
秋
の
叙
勲

100歳おめでとうございます

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

祝
　
危
険
業
務
従
事
者
を
含
む
、
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
に
叙
勲
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
人
の
業
績
や
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
25
年
に
は
本
町
か
ら
次
の
方
々
が
受
章
に
輝
き
ま
し
た
。

今い
ま　

村む
ら　

康や
す　

次つ
ぐ　

氏 

（
徳
命
）

松ま
つ　

浦う
ら　

昭あ
き　

雄お　
氏 

（
勝
瑞
）

【
春
の
叙
勲
】

齋さ
い　

藤と
う　

明あ
き　

善よ
し　

氏 

（
奥
野
）

【
秋
の
叙
勲
】

山や
ま　

田だ　

千ち　

里さ
と　

氏 

（
奥
野
）

　
昭
和
35
年
に
徳
島
県
警
察
に
採
用

さ
れ
て
か
ら
、
長
年
に
わ
た
り
危
険

性
の
高
い
業
務
に
精
励
し
、
警
部
に

就
任
さ
れ
て
か
ら
も
県
民
の
安
全
を

守
る
と
い
う
尊
く
気
高
い
志
の
も

と
、
使
命
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
真

摯
に
取
り
組
ま
れ
、
警
察
業
務
の
遂

行
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
36
年
に
郵
政
省（
現
日
本
郵

政
グ
ル
ー
プ
）に
採
用
さ
れ
て
か
ら
、

長
年
に
わ
た
り
誠
実
に
郵
政
業
務
に

携
わ
り
、
特
定
郵
便
局
長
の
重
責
を

努
め
ら
れ
る
な
ど
、
私
欲
の
な
い
そ

の
姿
勢
は
模
範
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
郵
政
事
業
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
44
年
か
ら
板
野
東
部
消
防
組

合
消
防
団
員
と
し
て
地
域
住
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
と
い
う
尊
い
精
神

の
も
と
長
年
に
わ
た
り
誠
実
に
活
動

さ
れ
、
消
防
団
団
長
就
任
後
も
積
極

的
に
消
防
、
防
災
に
取
り
組
ま
れ
る

な
ど
、
今
日
の
消
防
行
政
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
に
徳
島
市
民
病
院
に
採

用
さ
れ
て
か
ら
、
患
者
に
寄
り
添
い

た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
看

護
業
務
に
携
わ
り
、
看
護
部
長
就
任

後
も
そ
の
思
い
は
変
わ
ら
ず
、
献
身

的
に
取
り
組
む
姿
勢
は
模
範
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
医
療
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　12月14日に、ご自宅を石川町長が慶祝訪問
し、祝い状と記念品を贈呈しました。	
	　町長らと和やかに歓談され、祝福を受け
ると「忙しいのにありがとう」と満面の笑みを
見せてくれました。食事は好き嫌いがなく、
大変お元気で健康そのもの。	
　これからもお元気にお過ごしください。

（１月１日現在、町内の100歳以上の方は、男性２人　女性５人）	

中川 麻子さん （奥野） 大正２年12月14日生まれ
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〜 町内のがんばる商工業者を紹介します⑤ 〜 
生活支援サービス　ねこのて　～本当に使える「猫の手」使ってみませんか？ ～
会社名	　生活支援サービス　ねこのて
所在地	 藍住町徳命字前須東2番地15
代表者	 大寺　透
設　立	 2008年6月
従業員数	 2名（登録者数10名）
電話番号	 （☎050・1141・0283）
ﾎｰﾑﾍ゚ ｰｼﾞ	 http://nekonote-tokushima.com

「藍住町がんばる商工業者認定制度」
　この制度は、事業計画を策定し県の承認や認定を受けた事業所や講習会等に積極的に参加する事業所など、
経営向上に意欲的な事業所を町が認定する制度です。
※がんばる商工業者認定制度に関する詳細は、次までお問い合わせください。
	 問 	経済産業課（☎637・3120）

☆☆こんなサービスです☆☆
　「ねこのて」のサービスは誰でも利用できるサービ
スです。例えば、庭の草刈りやベランダの清掃といっ
た日常的なものから、介護や医療などの専門的なこ
とまで。保険適用外のサービスなので、面倒な書類
や条件の提示などは一切必要ありません。日々の生
活の中に誰にでもある「ちょっと困っていること」を
お手伝いします。また、「ヘルパーステーションねこ
のて」として、訪問介護事業所・障害福祉・介護タ
クシー事業も行っています。

☆☆サービスへのこだわり☆☆
　「便利屋」のような性格も持つこのサービス。利用
した方に「よかった。助かった」と思ってもらうこと
を第一に、どんなことでも笑顔で誠実に応えます。
また、看護師・介護支援専門員・ヘルパー２級の
資格を持ち、医療に従事していたこともある経験
豊富なスタッフが、生活全般のお手伝い、特にご
高齢の方や障害をお持ちの方、そしてそのご家族
を支援します。

本当に使える

「猫の手」
使ってみませんか？

河
北
町
か
ら

友
好
の『
り
ん
ご
』

　

友
好
都
市
の
山
形
県
河
北
町
か
ら
旬
の

「
サ
ン
ふ
じ
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

町
内
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
か
じ
っ
た
瞬
間
、
口
い
っ

ぱ
い
に
広
が
る
り
ん
ご
の
お
い
し
さ
に
大
喜

び
で
し
た
。

　

河
北
町
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔

に
し
て
く
れ
る
旬
の
味
覚
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

法
務
大
臣
か
ら
、
平
成
26
年
１
月

１
日
付
け
で
次
の
方
が
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

任

期　
平
成
26
年
１
月
１
日
～　
　

　
　
　
　
　

平
成
28
年
12
月
31
日

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
間
が
幸
福
な
人

生
を
送
る
上
で
、
も
っ
と
も
大
切
な
人
権

に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課（
☎
６
３
７・３
１
１
２
）

廣
瀬	

浩
美	

氏（
勝
瑞
）（
再
任
）

富
永	

正
夫	

氏（
矢
上
）（
新
任
）

大
須
賀	

博	

氏（
奥
野
）（
新
任
）
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「命」について考えてみましょう
～道

ど う

志
し

 真
ま

弓
ゆ み

さんの講演から～
●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

伝えよう　相手を思う　その気持ち	 １年　大　西　玲　夏				
つなごうよ　心と心の　絆の輪	 １年　福　本　愛　由
考えよう　自分がされて　うれしいか	 １年　笹　井　優　衣
つくろうよ　みんなが楽しく　暮らす町	 ２年　武　市　未　夢
優しさで　みんなの心　みたしてく	 ２年　新　田　　　響

藍住中学校児童作品

人権標語

＊人の命＊
　　　「命とは？」と問いかけられたら、 「かけがえのないもの。大切なもの」と答えるでしょうか。私たち

は、何気なく毎日を過ごしていますと、生きていること、すなわち命があることが当たり前だと思っ
てしまいがちです。身近な人が亡くなったとき、 自然災害や事故によってたくさんの人の命が奪われ
たとき、病死や自殺のニュースを見聞きしたときに、命があることが当たり前でないことに気づかさ
れるということはないでしょうか。

　　　昨年の12月、藍住町人権週間中の道志真弓さんの講演は、命の大切さや生きることのすばらしさ、
家族愛についてあらためて考え直す機会を与えてくださった心に残るお話でした。

＊道志 弓
ゆみ

華
か

ちゃん＊
　　　真弓さんご夫妻は、結婚後なかなか子宝に恵まれず長い間不妊治療を続けられました。子どもを

あきらめようと決めた後、奇跡的に授かった命が弓華ちゃんでした。大事に大事にして待ち望んだ赤
ちゃんは、世界で37人しか確認されていない14トリソミーという染色体異常のために、心臓や腎臓や
手などの器官に障がいを持って生まれてきました。

＊8年8か月＊
　　　歩くことも話すこともできなかったけれど、ゆっくりと少しず

つ成長していった弓華ちゃん。泣くたびに心臓発作を起こしてい
たために、2歳半で受けた成功率の低い手術も乗り越えました。弟
の章真くんも生まれ、誕生日を迎えるたびにみんなで家族旅行に
行きました。体調が良いときには外が大好きで笑顔いっぱいの弓
華ちゃんは、特別支援学校にも2年間通いました。家族の愛に支え
られて、本当に奇跡としか言いようのない日々を過ごしてきまし
た。

　　　8年8か月、真弓さんが心配していた腎臓がいよいよ機能しなく
なって衰弱していった弓華ちゃん。『ママはいつもニコニコしていたなあ』と最後まで弓華ちゃんに
思ってもらいたくて、『泣いている時間があったら笑顔で過ごそう』と決意されました。最後は真弓さ
んの腕の中で、そして煙となって天国に旅立つ弓華ちゃんに「弓ちゃんありがとう」と伝えていたそ
うです。

＊生きること＊
　　　生きていることは本当に奇跡であり、すばらしいということを再認識させていただきました。命

は周りの人に多くのものを与えてくれるものだということ、だから一人一人の命が大切にされる世の
中を作っていかなければとあらためて思うことができました。

― 子どもを持つママにひとこと ―
　　　あなたの笑顔にはみんなを幸せにするパワーがあります。笑顔には次の笑顔を生む相乗効果があ

りますので、笑顔から始めてみませんか。
人推協運営委員　廣瀬　浩美
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平
成
26
年
度

町
民
農
園
利
用
者
募
集

　

募
集
区
画
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

富
吉
ふ
れ
あ
い
農
園

場

所　
富
吉
字
地
神
48
番
地
４

募
集
区
画　
４
区
画

勝
瑞
馬
木
い
き
い
き
農
園

場

所　
勝
瑞
字
西
勝
地
１
８
０
番
地
１

募
集
区
画　
４
区
画

面

積　
30
㎡
／
区
画

利
用
料　
６
千
円
／
年
額

利
用
条
件　
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
町
民

　
　
　
　
　

の
方
で
、
農
園
の
管
理
等
が
十

　
　
　
　
　

分
に
で
き
、
町
税
等
の
滞
納
の

　
　
　
　
　

な
い
世
帯

利
用
期
間　
平
成
26
年
４
月
～

　
　
　
　
　

平
成
27
年
３
月

　
　
　
　
　
（
利
用
の
延
長
は
最
大
２
回
ま
で
）

申
込
方
法　
経
済
産
業
課
備
付
け
の
申
込
書

　
　
　
　
　

を
ご
提
出
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
１
月
15
日（
水
）～
24
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
除
く
）

選
考
方
法　
申
込
者
数
が
募
集
区
画
数
を
超

　
　
　
　
　

え
る
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し

　
　
　
　
　

ま
す

申
・
問 

経
済
産
業
課

（
☎
６
３
７・３
１
２
０
）

町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日

時　
２
月
２
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
集
合（
小
雨
決
行
）

　
　
　
　
　

※
延
期
の
場
合
は
９
日（
日
）

ス
タ
ー
ト　
午
前
９
時
30
分　

場

所　
河
川
敷
運
動
公
園

種

目　
小
学
校
１
～
３
年
生 

男
女
２
㎞

　
　
　
　
　

小
学
校
４
～
６
年
生 

男
女
３
㎞

　
　
　
　
　

中
学
・
高
校
生　
　

男
女
３
㎞

　
　
　
　
　

一
般　
　
　
　
　
　

男
女
３
㎞

　
　
　
　
　

40
歳
以
上　
　
　
　

男
女
３
㎞

対
象
者　
町
内
在
住
者
又
は
町
内
在
勤
者

申
込
期
限　
１
月
21
日（
火
）ま
で

申
込
先　
　

●
小
・
中
学
生
は
各
学
校　
　
　
　

●
高
校
生
以
上
は
町
民
体
育
館

問 

町
民
体
育
館

（
☎
６
９
２・１
１
１
５
）

受
講
期
間　
２
月
～
３
月（
各
講
座
、
全
８
回
）

受
講
資
格　
町
内
在
住
者
又
は
在
勤
者
で

　
　
　
　
　

20
歳
以
上
の
方（
学
生
を
除
く
）

申
込
期
間　
１
月
15
日（
水
）～
21
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

☆
各
講
座
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初
め
て

の
方
を
優
先
し
て
抽
選
を
行
い
ま
す
。
当
選

者
の
方
に
は
、
１
月
31
日（
金
）ま
で
に
書
面

で
通
知
し
ま
す
。

☆
応
募
者
が
少
な
い
講
座
は
、
開
講
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

☆
各
講
座
の
受
講
料
は
、
２
か
月
分
と
な
り
ま
す
。

☆
各
講
座
は
、
材
料
費
等（
テ
キ
ス
ト
代
）が
別

途
必
要
と
な
り
ま
す
。

☆
受
講
日
・
受
講
時
間
は
、
都
合
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
６
３
７・３
１
３
０
）

　
　
　
　
※
火
曜
日
休
館

講 座 名 曜 日 時　　間 定員 受講料 参加対象 場　所

基 礎 講 座 （昼）   
毎 週
水曜日

午後
１時30分～３時 10人 5,000円 筆記用具

テキスト

町 民
情 報
プラザ

基 礎 講 座 （夜）   午後
７時30分～９時 10人 5,000円 筆記用具

テキスト

ワード・エクセル
講座 （昼） 毎 週

金曜日

午後
１時30分～３時 10人 5,000円 筆記用具

テキスト

ワード・エクセル
講座 （夜）

午後
７時30分～９時 10人 5,000円 筆記用具

テキスト

平成25年度後期パソコン教室
　福祉課で使用する封筒に掲載する企業広告
を募集しています。
　詳細については、町ホームページをご覧に
なるか、お問い合わせください。

広告の概要　
・対　象　封　筒　児童手当等の通知用封筒
  　　　　　　（長形３号）
・作　成　枚　数　10,000枚
・募集枠数等　3枠(封筒裏)
（1枠当たり縦50㎜×横80㎜以内）
・掲　載　料　1枠当たり18,000円
・印　刷　色　藍色（単色）

掲載イメージ

申込期限　　１月24日(金)まで
申 ・問 企画政策課(☎637・3124)
ホームページ　
http://www.town.aizumi.tokushima.jp

封筒に掲載する広告の募集

（
企
業
広
告
欄
）

① ② ③
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日

時　
３
月
９
日（
日
）午
前
９
時
開
会
式

場

所　
町
民
体
育
館

種

目　
団
体
戦　

１
部
・
２
部

※
中
学
生
以
上
と
し
、
１
部
・
２
部
は
自
己

　

申
告
も
し
く
は
大
会
本
部
で
決
定
し
ま
す
。

参
加
規
程　
町
内
在
住
者
又
は
町
内
在
勤
者

参
加
料　
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

申
込
期
限　
２
月
21
日（
金
）ま
で

主

催　
町
体
育
協
会

　
　
　
　
　

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

※
シ
ャ
ト
ル
は
、
大
会
本
部
で

　

用
意
し
ま
す
。

申
・
問 

町
民
体
育
館

（
☎
６
９
２・１
１
１
５
）

藍
住
歩
こ
う
会

「
新
春
・
町
内
三
社
参
り
」

　

住
吉
神
社
・
諏
訪
神
社
・
三
宝
大
荒
神
社

を
参
拝
し
ま
す
。

日

時　
１
月
19
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
45
分
～
正
午

　
　
　
　
　

午
前
10
時
出
発

集
合
場
所　
緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員　

無
料

　
　
　
　
　

個
人
会
員
以
外
３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
保
険
料
）

※
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

大
麻
山
登
山
教
室

日

時　
１
月
19
日（
日
）・
２
月
９
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
出
発

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　

無
料

　
　
　
　
　

会
員
以
外
５
０
０
円（
保
険
料
）

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ

と
が
困
難
な
方
は
集
合

時
間
の
30
分
前
に
体
育

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

幼
児
い
き
い
き
健
康
教
室

　

不
足
し
が
ち
な
野
菜
を

お
い
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
！

日

時　
１
月
28
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容　
野
菜
料
理
と
簡
単
お
や
つ
の
調

　
　
　
　
　

理
実
習
・
試
食

対
象
者　
幼
児
の
い
る
家
庭
の
方

　
　
　
　
　
（
３
歳
～
６
歳
ま
で
）　

定

員　
15
人（
申
込
順
）

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル

申
込
期
間　
１
月
17
日（
金
）～
23
日（
木
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」食
育
部

 

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

平
成
25
年
度
後
期 

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座 

～
外
国
の
方
へ
の
実
践
的
な
日
本

語
の
教
え
方
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
～

　

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
文
化
庁
の
事
業

と
し
て（
公
財
）県
国
際
交
流
協
会
・
県
と
協

力
し
、
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

日

時　
１
月
…
18
日
、
25
日　

　
　
　
　
　

２
月
…
１
日
、 

８
日
、
15
日
、
22
日

　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時 

～
午
後
３
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容　
初
級
日
本
語
の
教
え
方

定

員　
20
人
程
度

受
講
料　
無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必

　
　
　
　
　

要
で
す
）

申
・
問 

町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
６
９
２・９
９
５
１
）

商
業
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　

す
て
き
な
街
づ
く
り
へ
の
第
１
歩
。
街
の

魅
力
創
造
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日

時　
１
月
22
日（
水
）午
後
２
時
か
ら

場

所　
町
商
工
会
館

内

容　
「
～
す
て
き
な
街
づ
く
り
へ
～

　
　
　
　
　

創
造
的
過
疎
か
ら
学
ぶ“
魅
力

　
　
　
　
　

創
造
”」

講

師　
N
P
O
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー

　
　
　
　
　

理
事
長 

大
南 

信
也
氏

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
参
加
者
名
・
連
絡
先
を
電
話
、

　
　
　
　
　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

　
　
　
　
　

い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
連
絡
く
だ

　
　
　
　
　

さ
い

申
・
問 

町
商
工
会

　
　
　
　
（
☎
６
９
２・２
８
１
６
）

　
　
　
　
（
F  ６
９
２・８
９
７
６
）

（
E
メ
ー
ルtsci2200@tsci.or.jp

）

約7km

　

交
通
安
全
協
会
に
よ
る
優
良
運
転
者
表

彰
の
候
補
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

　

交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
、
運
転
免
許

を
保
有
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る
方

①
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
で
あ
る
こ
と

（
地
区
交
通
安
全
協
会
表
彰
）

②
15
年
以
上
・
20
年
以
上
・
30
年
以
上
無

事
故
・
無
違
反
で
あ
る
こ
と

　
（
徳
島
県
警
察
本
部
長
・
徳
島
県
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰
）

※
無
事
故
・
無
違
反
の
継
続
年
数
は
、
平
成
26

年
１
月
31
日
現
在
で
の
計
算
と
な
り
ま
す
。

申
込
に
必
要
な
も
の　

▼
運
転
免
許
証

▼
印
鑑

申
込
期
限　
１
月
27
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

申
・
問 

総
務
課（
☎
６
３
７・３
１
１
１
）

優
良
運
転
者
表
彰
の
申
込
は
１
月
27
日
ま
で
に
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健
康
づ
く
り
講
習
会

　

保
健
栄
養
推
進
員
に
よ
る
講
習
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

第
１
回　

日

時　
１
月
29
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容

●
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
・
減
塩
に
つ
い

て
等

●
調
理
実
習（
ひ
じ
き
ハ
ン
バ
ー
グ
・
和
え

物
・
み
そ
汁
）

定

員　
20
人（
申
込
順
）

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

　
　
　
　
　

タ
オ
ル

申
込
期
間　
１
月
17
日（
金
）～
21
日（
火
）

第
２
回

日

時　
２
月
６
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時　

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容

●
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
等

●
調
理
実
習（
魚
の
甘
酢
あ
ん
か
け
・
和
え

物
・
す
ま
し
汁
）

定

員　
20
人（
申
込
順
）

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

　
　
　
　
　

タ
オ
ル

申
込
期
間　
１
月
17
日（
金
）～
31
日（
金
）

※
第
１
回
と
第
２
回
の
両
方
に
参
加
い
た
だ

　

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
） 

役
場
庁
舎
改
修
工
事
の

お
知
ら
せ

　

１
月
か
ら
役
場
庁
舎
の
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト

（
屋
根
）改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事

期
間
中
は
、
庁
舎
出
入
口
と
１
階
町
民
ホ
ー

ル
の
通
行
規
制
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

工

期　
３
月
21
日（
金
）ま
で

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

無
料
相
談
会

　

認
知
症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
た
め
に
、
日
常
生
活
で
不
利
益
を

被
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、「
成
年
後

見
制
度
」が
あ
な
た
や
家
族
を
守
り
ま
す
。
ま

た
、
相
続
や
遺
言
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

偶
数
月
第
１
水
曜
日
に
無
料
相
談
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日

時　
２
月
５
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階（
相
談
室
）

問 

一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　
　
県
行
政
書
士
会
内

　
　
（
☎
６
２
６・２
０
８
３
）

　
　

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
１
丁
目
41

は
じ
め
て
ス
テ
ッ
プ
教
室

（
町
国
民
健
康
保
険
事
業
）

日

時　
２
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

　
　
　
　

の
４
日
間（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

（
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分
）

場

所　
町
民
体
育
館

内

容　
ス
テ
ッ
プ
運
動

講

師　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　

友
成 

純
代
氏

準
備
物　
上
履
き
・
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
の
飲
物

対
象
者　
40
歳
～
74
歳
の
町
民
の
方

※
４
日
間
と
も
参
加
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

定

員　
30
人（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

申
込
開
始　
１
月
17
日（
金
）か
ら

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

星
空
探
検
隊

～
阿
南
市
科
学
セ
ン
タ
ー
で
天
体
観
測
～

日

時　
２
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分
バ
ス
発

集
合
場
所　
総
合
施
設
駐
車
場

　
　
　
　
　
（
旧
プ
ー
ル
跡
駐
車
場
）

定

員　
40
人（
申
込
順
）

※
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
費　
１
人
３
０
０
円（
保
険
料
、入
館
料
等
）

申
込
開
始　
１
月
20
日（
月
）か
ら

申
込
方
法　
参
加
費
を
添
え
て
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
雨
天
の
場
合
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
見
学
を

　

す
る
予
定
で
す
。　

主

催　
藍
住
子
育
て
環
境
づ
く
り

　
　
　
　
　
「
あ
い
っ
こ
」

申
・
問 

「
あ
い
っ
こ
」事
務
局（
教
育
委
員

　
　
　
　

 

会
内
）（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

● 自 衛 官 受 付 案 内 ●
募集種目 応　募　資　格 受 　 付 　 期 　 間 試　験　日 試　験　会　場

幹　部
候補生
（男女）

一般
技術

22歳以上26歳未満
（１）22歳以上は学歴等不問
（２）22歳未満は大卒（見込含）
（３）大学院の場合は28歳未満（見込含）

2月1日（土）～4月25日（金）
（締切日必着）

１次：5月10日(土）
　　 5月11日（日）（飛行要員のみ）
２次：6月10日（火）～13日（金）
３次：(航空要員のみ)
　　 (空)7月7日（月）～7月11日（金）
　　 (海)7月19日（土）～8月7日（木）

海上自衛隊
徳島教育航空群基地内
（松茂町）

歯科
薬剤

専門大卒（見込含）20歳以上30歳未満
（薬剤は20歳以上28歳未満）

自衛官
候補生 男子 18歳以上27歳未満 年間を通じて行っています 受付時にお知らせします。

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 2月1日（土）～4月25日（金）
（締切日必着） 5月16日（金） 防衛省(東京都市ヶ谷)

予備
自衛官補

一般 18歳以上34歳未満
4月2日（水）まで 4月11日（金）～4月15日（火）

※いずれか1日が指定されます。

海上自衛隊
徳島教育航空群基地内（松茂町）

技能 18歳以上で国家免許資格等を有する者
（資格により53歳未満～55歳未満） 香川県善通寺

申 ・問 自衛隊鳴門地域事務所(☎685・5306） 鳴門市撫養町立岩字七枚57
       　 自衛官募集ホームページ(http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/)
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図
書
館
の
行
事

お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　

１
月
22
日（
水
）、
２
月
12
日（
水
）　

　

午
前
10
時
30
分
～ 

11
時

井
隈
読
書
会

　

２
月
６
日（
木
）午
前
10
時
か
ら

　
テ
ー
マ
本　
「
半
分
の
ふ
る
さ
と
」

李 

相
琴 

著

◎
休
館
日

▼
毎
週
月
曜
日

▼
祝
日
…
２
月
11
日（
火
）

▼
図
書
整
理
日
…
１
月
16
日（
木
）

◎
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
！

　

図
書
館
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

　

慶
応
３
年（
１
８
６
７
年
ご
ろ
）建
築
の
お

も
む
き
の
あ
る
建
物
の
中
で
、
藍
染
体
験
が
で

き
ま
す
。
伝
統
の
天
然
藍
で
染
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

染
め
物
持
込
み
に
よ
る
藍
染
体
験
も
で
き
ま

す
。
自
然
素
材
の
木
綿･

麻･

シ
ル
ク
は
よ
く
染

ま
り
ま
す（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ
ト
は
不
可
）。

持
込
み
体
験
価
格　

　

１
ｇ
15
円
・
シ
ル
ク
の
み
１
ｇ
30
円

藍
の
館
作
品
の
展
示
即
売

　

子
ど
も
用
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・

の
れ
ん
な
ど
の
藍
染
製
品
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場

所　
藍
の
館（
展
示
室
）

第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験　
　
　

第
１
月
曜
日　
ぞ
め
き
演
奏　
　

第
２
日
曜
日　
尺
八
演
奏　
　
　
　
　

第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会　

※
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

問 

藍
の
館（
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

　

庭
に
猫
が
フ
ン
尿
を
す
る
の

で
迷
惑
を
し
て
い
る
と
い
っ
た

こ
と
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
猫
は

辺
り
一
帯
を
縄
張
に
出
歩
く
た

め
、
ご
近
所
へ
の
迷
惑
は
ず
っ
と
続
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
被
害
を
受
け
て
い
る
側
か

ら
は
言
い
出
し
に
く
い
も
の
で
す
。
外

へ
出
る
こ
と
を
覚
え
て
し
ま
っ
た
猫
を

室
内
飼
い
に
す
る
の
は
難
し
く
な
り
ま

す
が
、
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
す
る
に
は
、
や
は
り
屋
内
で
飼
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
外
猫
は
縄
張
を
守
ろ
う
と
、

強
烈
な
に
お
い
を
発
す
る
マ
ー
キ
ン
グ

行
為
を
し
ま
す
の
で
、
屋
外
に
は
猫
の

興
味
を
引
く
よ
う
な
も
の
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
マ
ー
キ
ン
グ
の

に
お
い
は
、
他
の
猫
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
マ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ

た
場
合
は
、
強
力
な
除
菌
・
消
臭
剤
を

ス
プ
レ
ー
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

県
動
物
愛
護
推
進
員　

花
木
・
西
岡

問 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

～
猫
は
屋
内
で
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　地域の方々と外国の方々が集い、共に楽しい時間を過ごしながら国際交流や親ぼくを深める場として、 「立春パー
ティー」を開催します。和楽器やギターバンド演奏、ビンゴゲームなどの楽しい催しを企画しています。一緒にラ
ンチをして、楽しい時間を過ごしましょう。

申・問　 町国際交流協会
Tel 多田（090・5916・7836）　FAX松田（692・1626）
Eメール（aizumi_kokusai@garnet.nmt.ne.jp）

　徳島ヴォルティスは、12
月８日に東京国立競技場で
開催されたJ1昇格プレー
オフ決勝戦において京都
サ ン ガF.C.に2－0で 見 事
勝利し、悲願のJ1昇格を
果たしました。
　新たなステージへの第
一 歩 を 踏 み 出 し た 徳 島
ヴォルティスを一緒に応
援して盛り上げていきま
しょう!!

2014町国際交流協会　I’s立春パーティー

日　時　２月２日（日） 午後０時30分～午後3時30分
場　所　福祉センター2階
参加費　会員300円、一般500円（幼稚園以下は無料）

マスコット「アイアイ」

祝四国初！
徳島
ヴォルティス
Ｊ１
昇格 !!
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（氏　名） （年　齢） （住　　所）

多　賀　一　男 99歳 奥野字和田

森　　　八重子 82歳 東中富字龍池傍示

近　藤　アヤ子 100歳 徳命字小塚北

泉　　　英　子 86歳 勝瑞字西勝地

郡　　　正　芳 77歳 住吉字藤ノ木

平　北　フシヱ 98歳 勝瑞字成長

淡　井　康　義 77歳 矢上字安任

石　川　紀代美 40歳 勝瑞字西地

多　田　忠　義 85歳 勝瑞字幸島

齋　藤　サ　ダ 79歳 住吉字藤ノ木

小　西　　　昇 57歳 東中富字龍池傍示

敷　島　　　肇 85歳 徳命字元村

安　藝　克　子 89歳 徳命字前須西

藤　本　　　進 89歳 奥野字和田

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

森　　　唯　愛 （ゆ　 あ） 女 隆 雄 ・ 明日佳 勝瑞字西勝地
柴　田　快　晴 （かいせい） 男 貴 紀 ・ かほり 東中富字北傍示
兼　板　玲　人 （れ い と） 男 良 ・ 知 可 富吉字豊吉
福　永　　　凜 （り　 ん） 女 賢 司 ・ 舞 勝瑞字西勝地
篠　原　蒼　依 （あ お い） 女 政 浩 ・ 幸 子 住吉字藤ノ木
熊　本　小太郎 （こたろう） 男 佳二郎 ・ 奈緖子 勝瑞字正喜地
山　田　綾　乃 （あ や の） 女 裕 美 ・ 麻 美 徳命字新居須
平　岡　到　真 （と う ま） 男 幸 浩 ・ 知 見 徳命字前須西
岸　　　佑　香 （ゆ う か） 女 政 樹 ・ 菜 美 矢上字春日
杉　内　柊　磨 （しゅうま） 男 裕 樹 ・ 綾 徳命字元村東
中　西　悠　太 （ゆ う た） 男 一 行 ・ 美 幸 東中富字権現傍示
藍　原　　　怜 （れ　 い） 男 貴 志 ・ 寛 美 奥野字和田
木　下　慶　士 （け い し） 男 拓 ・ 美沙緒 住吉字神蔵
横　田　美　知 （み　 ち） 女 利 治 ・ 真由美 富吉字須崎
張　　　那　恩 （な　 お） 女 盛 煥 ・ 稚佳子 住吉字逆藤
桒　原　彰　仁 （あ き と） 男 学 ・ 理 香 矢上字北分
木　内　陽　翔 （は る と） 男 直 樹 ・ 美 香 富吉字須崎
三　金　由　侑 （ゆ　 う） 男 広 明 ・ 麻 希 勝瑞字幸島
早　川　嵩　隼 （しゅうと） 男 英 貴 ・ 樹 理 勝瑞字正喜地

地域の子どもは、
　地域で守り
　　育てましょう

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

地域の子どもは、
　地域で守り
　　育てましょう

子どもは、
私たちの宝です

12月

おくやみ申し上げます月1212

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

１月15日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月15日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
カラオケ

１月17日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

１月20日 月 午前９時30分～11時 住吉老人憩の家 健康チェック・
健康教室（理学療法士）

１月27日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

１月27日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

２月３日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

２月４日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

２月５日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定、検尿）・健康体操、レクリエーショ
　　  ン等を行っています。
問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）

地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内
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12月30日（月）～１月３日（金）
年末年始で休診させて頂きます。

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土

院長　棚本　洋文
㈳日本耳鼻咽喉科学会　認定　耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会　認定　アレルギー専門医

TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

予約専用電話 088－683－3381
（ミミハチイチバン）

本年もよろしくお願いいたします。

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

予防接種・健診・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前9:00～12:30
午後2:30～　6:30

ＮＰＯ法人　藍住町手をつなぐ育成会

TEL（088）635-8461　藍住町東中富字西安永133－59
放課後等デイサービス

オレンジノート
TEL（088）635 8461 藍住町東中富字西安永133－59

オレンジノート
知的障害のある児童（学童）に放課後の支援をご提供します。
月～土（９：３０～１８：００）
就労支援サービス
知的障害のある人に福祉就労支援をご提供します。
月～土（10：0０～１6：００）

送迎サービスも行っておりますのでご相談ください

板野南小学校

ファミリー
マート

オレンジ
ノート

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
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生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

スピードクッキング部門
最優秀賞　具だくさんリゾット
　　　　　もずくとオクラ ～トマト添え～

平成25年度朝食アイデア献立コンクール
 

南小学校 ６年　東條　鈴菜
材料 4 人分

作り方

１人分栄養価 エネルギー：415kcal タンパク質：18.5ｇ
　 脂質：8.1ｇ 炭水化物：66.3ｇ カルシウム：196mg　塩分：2.9ｇ

もずくとオクラ ～トマト添え～
もずく酢…320g
オクラ…８本→茹でてから、小口切りにする。
ミニトマト…４個→４等分に切る。

具だくさんリゾット
　①	鍋に豆乳を入れ沸騰したら、Aを加え、ひと煮立ちしたらごはんを入れる。
　②	スライスチーズを小さくちぎりながら入れ、水分がなくなるまで混ぜる。
もずくとオクラ～トマト添え～
　①	もずく酢とオクラを混ぜたものを器に盛り付け、トマトを添える。

具だくさんリゾット
ごはん…480g
冷凍ブロッコリー…100g→電子レンジで解凍する。
シーフードミックス…100g
しめじ…１/2袋→小房に分けておく。
めんつゆ…60ml
豆乳…400ml
溶けるスライスチーズ…４枚

A{

献立のいいところ、工夫したところ
　できるだけ早くするために、冷凍ブロッ
コリーやシーフードミックスを使いました。
　たくさんの具を取り入れています。もず
くは体に良いと聞いたので、それに熱中症
予防に良いとされるオクラを加えてみまし
た。
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